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【抄録】 

デジタル・デンティストリーは歯科医療のワークフローを根本的に変えつつある．

CAD/CAM を用いたクラウン製作過程のデジタル化はその代表例であり，ロストワ

ックス法による従来型の歯科技工ワークフローが CAD/CAM によるデジタル・ワー

クフローに取って代わられようとしている． 
さらに，口腔内スキャナーを用いて光学印象を行い，モノリシック・マテリアルを

用いれば，模型を製作も不要となり，すべての過程をデジタルデータのやりとりで

完遂できるモデルフリー・フルデジタル・ワークフローが可能である．こうしたワ

ークフローは当初，クローズなシステムでのみ運用可能であったが，近年，オープ

ン・システムでも可能となったことにより，今後，さらに普及してゆくと予測され

る．また，有床義歯の分野でもフルデジタル化の試みが行われている． 
その結果，治療過程から治療アウトカムまでの形態データがすべてデジタル化され

時間的・空間的制限なく共有・利用・保存することが可能となり，いわゆるデータ

ベース基盤型補綴歯科治療が実現される．講演では臨床例を供覧しながら，デジタ

ル・デンティストリーの今後の展開の中でキーとなるデータベース基盤型補綴歯科

治療について解説し，デジタル・デンティストリーの未来について皆さんと考察し

たい． 
 


